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次号
予告

11月号
2009 November Vol.73 No.11 ●8月末に夏休みをいただきました。といっ

ても諸事情により旅行には行かず、終日自宅

で過ごすことに。退屈かな、と思いきやさにあ

らず、部屋の片付け、掃除、洗濯、買い物、料理、

後片付けといった「主夫」業をやっていると、

あっという間に寝る時間という毎日でした。た

だ一方では、家事の合間には、喫茶店でコー

ヒーを飲みながらゆっくりと読書をしたり、早

起きしてギターの練習をするといった時間を

とることもできた休日。普段の仕事中心生活

ではなかなかできない、ゆったりとした時間の

使い方を体験してみると「巣篭もり」も悪くな

いなあと思いました。お金も使わないし。

 【鳥居】

●先日、看護管理学会を取材するために浜松

へ行ってきました。演者や聴衆の熱気で会場

のボルテージは上がりっぱなし。さらに、寝不

足ぎみだった私は、不甲斐ないことに浜松の

暑さに負けてバテてしまいました。そこで、東

京へ疲れを持ち帰らないためにうなぎを食べ

ようと思い、うなぎ屋に向かいました。うなぎ

の名産地である浜松であれば、値段が安いだ

ろうと思っていたら大間違い。予想を超えた

値段の高さにびっくり仰天（相場を知らない私

が非常識かも）。悩みながらも、そうそう浜松

へは来られないだろうと思い、奮発してうな

ぎをいただきました。ほっぺたが落ちるくらい

のおいしさで、疲れもどこかに消えていった

ようです。これで雑誌の売り上げがうなぎ登

りになるようがんばれそうです。 【吉田】

編・集・後・記

特集

病棟で緩和ケア
短期入院や外来で化学療法が行われる昨今、緩和ケアの重要性は専門

病棟よりもむしろ、一般病棟において高まっています。そこで求められ

るのは鎮痛薬を用いた苦痛の緩和というよりも、病態生理や薬理学をは

じめとした幅広い知識に基づいた総合的なケアの力です。精神症状の

見極め、輸液の管理、食事の工夫など、日々の当たり前のケアのなかに

こそ、質の高い緩和ケアの可能性が眠っています。

■日常生活援助からはじまる緩和ケア　柏谷優子

■薬剤性精神症状の見極め方　小川朝生

■緩和のための輸液コントロール　中島信久

■がん治療中の食事を工夫する　白石由紀子

Focus

自殺企図患者を受け入れる
救急看護師の葛藤
守村洋

Lecture

美しい立ち方、疲れない座り方
矢田部英正
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